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植 栽 場 所    台      木     つ   ぎ   穂   つぎ木年度

        Pinus densiflora (2年 生)Pinus Banksiana(25年 生)  1954

         〃   Thunbergii (  〃  )    〃   Bungeana  (15 〃 )     1955

本 部 試 験 地                 〃 densiflora (約25〃)  1956

                       〃  excelsa    (25 〃 )    1954
                     1

                     1"・"・bu・ (25〃)、 〃                                   1

上 賀茂 試 験 地  Finus Thttnbergii(2年 生) Pines Pinaster (3年 生)  1954

註 ()内 はつ ぎ木 当 初 の台 木 お よび つ ぎ穂 親 木 の年 令

開花 期 は種 に よ りそれ ぞれ 異 る ので,花 粉 は4,月23日 ～5月12日 の 間 に 採 集,デ シケ ー タ ー に入 れ,
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15℃ で貯 蔵 して お き,の ち一 斎 に実 験 に供 し た。

 発 芽 試 験 に は 寒 天 培 養 と懸 滴 培 養 の 二 法 を 用 い た 。・寒 天 培 養 は寒 天2°o,庶 糖10%,pH 6.3～7

の 培 養 基 と して,直 径4.5cmの ペ トリ皿 に厚 さ1～2mmに な る よ う に寒 天 培 養 液 を 流 し込 み,こ

れ を 発 芽 床 と した 。 懸 滴 培 養 は4%蕪 糖 液 を 用 い,懸 滴 の径 約4～5mmと して, Van Tieghenの

セ ル によ つ て行 つ た。 花 粉 は で き るだ け均 一 に な るよ うに撒 布 した。

 実 験 は6月15日,9月15日,9月25日 の3回 に20℃ ～22℃ で 行 い,花 粉 置 床 後,12時 間,24時 巨

懲膿 灘 潔 惣 糠 之斐竺算蹴 禦 簸奪翻 耀 之難灘1
の測定 も同様の方法により,管 長の最大,最 小及び全測定花粉管長の平均を求めた。この場合たんit

乳首状突起を生 じたのみでは発芽と認めず,明 らかに花粉管の形成されたものを発芽花粉とした。羽

粉の稔性と大 きさは酷酸 カー ミンで染色したものについて測り,花 粉の大きさは2つ の気嚢と平行4

側の直径でもつてあらわした。測定数は一般に200～400粒 であつた。

                  実 験 結 果

                                           §
1)花 粉の大 きさ及び稔性                             1
                                           葦 

a)成 木(15～25年 生)か らつぎ穂をとつた場合                   彗

 つぎ木花粉とそのつぎ穂親木花粉の大きさな らびに花粉の稔性を調査した結果は第1表,第1一

図に示す通りである。

                           Table 1. Size and fertility of pollen

                                                    レ

           Graft combination   Size of pollen grain       Pollen fertilityG
raft

・・ar・ …n S…k N°.°fmeasure
grains・Measuredvalue

ｵ「N°.°fmeasured Ngrains・一 ・・Em・ ・y N・・mal

 1955   P.Bungeana P. densiflora     300    45.8ゴ=3.87    334      281      53      84。1                                                                                        腰

  〃   lP. Bungeana P. Thunbergii    300   145,6±3.31    331      280      51      84・6  ぞ

      it Cont. P. Bungeana  300 46. Of3.45 310  262  48  54.5

1954P.、 〃。bu、 P. densi」i。,。 300 46.1±3.05* 290  245  45 184・5
                                                                                1

  〃   旨、P. strobus   P. Thunbergii I   300   146.2士2.98*    276       251      25    旨  91・O                                                                                I

      旨    Cont. P. strobus      .   300   ;47.6士2.93     309       285       24       92,2
                               1                                                                                               呼                                        、                                                    1

・954旨P・ ・xcelsa P.densi}lara i 3・①5・ ・6士4・37蔚3351277 58182・7

〃IP.・x・ ・lsa P.Thunbergii 3・・ ミ56・ ・・ …33°71261 46185・ °

      i   Cont・P・excelsa    ;  300  旨55・1士3・74   -      一      一   1  '

1954,;・nksiana P. densiflora l 300 43.1士3.04* 309 281 28 i g1・O

           Cont.1). Banksiana     300   45.6士2。48   315     308     7  2 97.8

 1956   P.densi/Sora P. densiンSoya i   300    45.7士3.03    269      252      17      93・7

           Cont. P. densiflora  300 45.9f3.25 244  222  22 91.1_

        蔚 Significant at 1% ievel.

 上 述 の実 験 結 果か らt検 定 に よ りつ ぎ木 花 粉 の な か で,P.48ηsゴ ∫107σ を台 木 と して つ いだ もU,

う ち,P. Banksiana, P. excelsa,'P. strobusが,ま たP. Thunbergiiを 台 木 と して つ い だ も¢

うちP.strobusが,花 粉 の大 き さ に お いて,そ の つ ぎ穂 親 木 花 粉 よ りも 小 さ く,1%の 危 険津

差 が認 め られ た。 そ の他 のつ ぎ木 花 粉 はそ の 親 木 花 粉 と の聞 に有 意 の 差 は 認 め られ な か つ た。 しか

P.Thunbeygiiを 台木 と して つ い だ もの の うちP. excelsa(56.5μ ±3.43)は そ の親 木 花 粉(5菌

                                      」



    笛±3.74)よ り大 き く,ま た ほか の組 合せ 樹 種 よ り も大 き い値 を しめ した(第1図 参 照)。 花 粉 粒 の

    ミきさは,つ ぎ木 花 粉 は そ の つ ぎ穂 親 木花 粉 よ り も不 揃 で あ る。 そ の 他 に は 著 しい 形 態 上 の 差 異 は 認

・   ㌔ られ な か つ た(セき)。
r   第1表

に しめ す 如 く,酷 酸 カー ミン染 色 に よ るつ ぎ木 花 粉 な らび に そ のつ ぎ穂 親 木 花 粉 の稔 性 は,

    1者は82.7%～91.0%,後 者 は84.5%～97.8%で 両 者 と もか な り高 い値 を しめ した。

     b)若 木(3年 生)か らつ ぎ穂 を とつ た場 合

     第3図 に示 す 如 く,若 木P.Pinasterの つ ぎ木 花 粉(つ ぎ木 後4年 目 に開 花)の 大 き さは49.2μ
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                                      Fig.3 Size of pollen grains
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                                          Size of pollen grains

±9.5で あ り,一 方 つ ぎ木 花 粉 と 同年 令 の若 木P.Pinaster(7年 生)か ら と つ た 花 粉 の 大 きさ}冒

57.3μ ±9.8で あつ て,前 者 は 後 者 よ り も多 少 小 さい 傾 向 が 認 め られ た 。 花 粉 の 稔 性 は 両 者 ともカ

な り高 い値 を しめ した。 そ の 他 に は著 しい 形態 上 の 差異 は 見 られ なか つ た。

                  Table 2. Gcrminat三 〇n pceccutagc of polle皿from grafted trces ou artificial euhure,.media                                                                                             ▼                                                                                                                   -

      Timc xftcr sctt}ng     za hours 48 hours      72 hours                    96 h「ours                                                                                                                   一

             一 一

      Trcatment mcthod     Agar  Agar   Agar  Hang. drop  Agar    Agar  Hang. drop Hang. dNp
                                                                                                          -                                          -

   Date oY germination test I Scpt.151Sept.16 Sept.16 Sept.16 Scpt.15 Scpt.161June.151Sept・

      (3ci°n)P. Bungeana R、!獣IQ  38.276.・ 。 ・.駐 79.・ 92.・ ・7.田.6282.・ 7・3

    P.Bung_P. Thunbergii   17.3 89.6士6.65 56.3  95.0 89.6士5。22 7L 6  76・3

口 C・・c.P・ ・ungeana    2・・586・5士 ・・6・ 85・3 9・・7 9・・2士 ・… 69・3 78・4
.εP.・'・ ・bu・ P. densi」lora   38.778.4士.5.46 -  - 78,5土5・22 -  6L 8

.藝P.… 伽 P.Thunbesgii 9.8 8・.289.5士3.77 84.・  91・・ 89・7士L66 -  629

e C。nt. P.、〃・bus     57.683.6士13,85 94.7  86.8 85.5士4・62 68・4  囎・1

0P. Banksiana P. densi」lora    71.6 74.9±12.02 75.3  89.8 81.410.57 60. ti  71.3

w C・。t. P. Banksiana 2.6 4・.394,4士 ・,57 83.3 99・6 94・8±・L 1・ 96・・ 68・4

δP.densiflora P. densi」1。fQ   コ7.278.5+9.67 87.5  88.・ 8・.8士2,53 88,8 66・8

        co。、 P. den、i」!。76    ]7.785.2士 ・.56 7・,5  98.0 85.6士6.脇 8・.4 70・6    

P.exce,。a P. densi」lor6   38.・82.8士5.・9 69,4 93.・ 83.・士8.54 98.9 7L 7    

P.escelsQ P. Thunbergii 4.4 79.69・.8士3.76 75,・ 96.・ 9・.9士7,・6 -  727

2)花 粉 の発 芽 と花 粉 管 の 伸長

 a)成 木(15～25年 生)か らつ ぎ穂 を とつ た 場 合

 つぎ木花粉とそのつぎ穂親木花粉の発芽率及び花粉管の伸長の結果は第2,3表 に示す如くであ

翫 後 、2時 間 で は花 粉 の発 芽 酪 組 合 せ と も全 然 見 られ な ・・.猷 後24醐 で発 芽 し焼 帰

P.Thunbergiiを 台木 と して つ い だ もの の うち, P. strobus, P. excelsaお よび 親 木 花 粉 の う ち;・

Banksianaで あ る(Plate I参 照)。 これ らの花 粉 管 長 はP. strobesは 最 大43.8μ,最 小12・51,

平 均1帳2、.9。,P. excelsa l撮 大3・.3μ,最,1、 ・2.5μ 一1・ 均1帳 ・8.6μ を しめ し,花 纐

芽 率 お よび 花 粉 管 の 伸 長 度 は 低 いが,そ の つ ぎ穂 親 木 花 粉 よ りも発 芽 及 び 伸 長 は良 好 で あ つ た゜

Banksianaの 花 粉 管 長 は最 大25.0μ,最 小12.5μ,平 均 伸 長16.6μ の低 い 値を しめ したが・

                                          一
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                 Table 3. Length of pollen tube fram grafted trees on ertiScial culture皿eai&

      Thne after setting      24 hours   48 hours        72 hours             96 hours

      Treatment mcthod      Agar    Agar     Agar   Hang. drop   Agar   Haug. drop

Date of germination test Sept.751Scpt.1G I Sc・pt.]61Sept.16 June.15 Sept.15

      (SciOn)  一  (5tcek)           μ          μ           μ          μ          μ          μ    P
.Bungeana  P. densiJlora.              28.2±11. s4   53.7:X21.35   76.0士13.53   99.5士25,52  105.8:ヒ22.29

    P響Bungeana  P. Thunbergii              is.3ニヒ 5.58   64.4士22.43   65.2士13,40   65.5士20.91  108.0士]8.03

        Cout. P.'Bungeana             21,9士 5.70  65.6士22,91  69,2士7.38  85.8士31,75     -:

・≡≡  P.strobus    P. densi/Yoga               28 .6士 9.06   77.1士31.64       -       123.3士35.84   69.6士22.28

,a P.・'・・bus P. Thunbe・gii 21.9+6.9140.0士5.1563.2士26.2587.13-15.3199.2士40.5386.0±29.00

奮  C・・t.P. stsa6us      38.9士6.2881.2士30.6192.5士]1.5683.4士41,70100.6士2Y.糾

3P. Bank,LQnQ P. denai」1。.。    コ6.6士4 .9572.7t27.5065.4士1].0569.3士25.$6コ03.8士20.72

誓  C・ ・c・P・Banksiana 16.6士5.2826.5士8.0858.4士33.6384.3士18.2060.7士17.40〔#.7士 】2.68

ζ3  P.dens:ノ40sa  P. densi/flora               23.7士 6.63   48.7」:15.]4   61.8:ヒ 9.77   51.1:ヒ24.,1   85.5士32.09

        Cont. P. densiflosa                16.5士14.44   59.7±22,11   52.7±16.38   62.9±19.38   74.7t23.35

    P.esce'SQ    P. densi80ra               'L'2.5:ヒ 5.72   69.0士21.60   57.7:t14.53  im,3士37.】5   82.0士19.88

    P.escelsa    P. Thunbergii  ]8.6士9.73   39.4士10.49   72.0士22.25   71.1±15.46   87.7:ヒ22.90   94.8士29.29

のっ ぎ木花 粉 よ り も発 芽 お よ び 伸長 速 度 は大 で あ つ た。 そ の ほか の花 粉 は や や 発芽 部 位 の ふ く らみ が

見 られ る程 度 で,30時 間 後 よ りわ ず か に 伸長 を 始 め た 。

 置 床48時 間後 の寒 天 培 地 上 に お け る花 粉 の発 芽 率 及 び花 粉 管 の 伸 長 を 見 る と,全 般 に 低 い値 を しめ

して い るが,P. Thunbergiiを 台 木 と して つ い だ もの の うち, P. strobusで は81.2%(Plate皿 一2」

参照),P. excelsaで は79.600で(Plate皿 一2j参 照),や や 高 い発 芽 率 を しめ し,花 粉 管 長 はP. stro-

busで は 最 大62.5μ,最 小12.5ｵ,平 均 伸 長40.0μ とな り,そ の つ ぎ穂 親 木花 粉 よ り も発 芽 率 お

よび伸 長 度 は 高か つ た(Plate皿 参照)。

 置床72時 間 後 に お け る寒 天培 地 上 で の花 粉 の発 芽 率 お よ び花 粉 管 の 伸長 は,つ ぎ木 花 粉 な らび に そ

の親木 花 粉 と も76.0%～94.4%の 高 い発 芽 率 を しめ し,花 粉 管長 に お いて も,P. densi.floraを 台 木

と してP.densifloraつ い だ も のを 除 い て53.7μ ～81.2μ の 平 均 値 を しめ した 。 発 芽 率 はP. Th-

wnbergiiを 台 木 と して つ いだ もの か ら得 られ た 花 粉 の 方 が,つ ぎ穂 親 木 の場 合 よ りや や 高 く,か つ
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                 Fig.5 Growth rate of pollen tube on agar medium(96 hours

                         after setting)
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P.densifloraを 台木 と して つ い だ もの の花 粉 よ り も高 い 傾 向 が 見 られ た 。

 置 床72時 間 後 の懸 滴 培 養 に お い て も花 粉 の発 芽 率 お よ び花 粉 管 の伸 長 はか な り高 く,寒 天 培 養 とほ

ぼ 同 様 の傾 向 を しめ した。

 置 床96時 間 後 の寒 天 培 地 上 に お け る花 粉 の 発 芽 率 及 び 花 粉 管 の伸 長 は,つ ぎ木 花 粉 な らび に その親

木 花 粉 と もか な り高 い値 を しめ した が,花 粉 管 の最 大 伸長 に お い て は,つ ぎ穂 親 木花 粉 の 方 が,幽その

つ ぎ 木花 粉 よ り も多少 大 きい傾 向 が 見 られ た。 しか し平 均 伸長 で は 組 合 せ 樹 種 に よ つ て お の お の異f

り一 様 で な い(第4図,第5図 及 びPlate皿 参 照)。 同 じ く懸 滴培 養 に お い て も寒 天培 養 とほ ぼ同桐

の傾 向 を しめ した が,伸 長 にお い て は や や 懸 滴 培 養 の 方 が よい の も見 られ た 。

 b)若 木(3年 生)か らつ ぎ穂 を とつ た 場 合

 1951年 に播 種 育 生 したP.Pinasterの 実 生 樹 と1954年 に その 枝 をP. Thunbergiiの2年 生 台 木 に

つ ぎ木 した個 体 は,ど ち ら も1958年(7年 生)に な つ て は じめ て雌,雄 両 花 を つ け た 。 そ こで両 者¢

花 粉 の間 にお け る形 態 的,生 理 的 差 異 の 有 無 を 検 討 した 。

 P.Pinasterの つ ぎ木 な らび につ ぎ穂 親 と同 年 令 の 若 木 か ら とつ た花 粉 の 発 芽率 お よび花 粉 管 の伺

長 は 第4,5表,第6図 に示 す 通 りで あ る。

                          置床72時 間後における寒天培地上でU,
Table 4. Germinati°n percentage°f

grafted trees on agar med、p°lum'en f「°皿 P. Pinasterの つ ぎ 木 花 粉 か ら と つ た 花l l

蟻1藩叢 叢 鎧1;蕊雑1総難
                  1       図にしめす如く,P. Pinasterの っぎ木1

粉ならびにつぎ穂親と同年令の若木か らとった花粉との間にはほとんど差は認められなかつたが・(ヨ)1

者の方がわずかに大きい傾向が認め られた。
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                      Table 5. Length of pollen tube grown on agar medium

                                             (72 hours after setting)ヒ

  `       ¥  Growth rate)No. of
                                       measured I Mean I Max. I Min.

                                        tubes                    T
ree species

                                                  μ    μ    μ

                    P. Pinaster/1≧ Thunbergii      200      85.0    146.0   21. O

                      Cont. P. Pinaster    I   275   1 85. O I 142. O I 34.0

 つ ぎ に この 実 験 に 供 した つ ぎ木 植 物 の 穂 木 は い ず れ も15～25年 生 の 成木 か ら得 た もの で あ るが,成

木 と若 木 との 間 で花 粉 に 何 らか の 差 異 が あ れ ば,穂 木 と して 若 木 を 選 ぶ場 合 と成 木 を 選 ぶ 場 合 との 比

陵も今 後 行 う必 要 が あ ると考 え られ るの で,試 み に実 生 よ り育 成 し た5年 生 のP.densiflaraお よ

びP.Thunbergiiか らとつ た花(コ)粉と これ ら両 種 の 成 木(約30年 生)か らとつ た花 粉 と を比 較 し た。

モ の結 果 は第6表,第7図 に 示 す 通 りで あ る。

                          Table 6. Size and fertility of pollen

 、                               Size of pollen grain.                 Pollen fartility

         Tree speecies measured grains Measured value measured grains Normal Empty Normal

                                        μ                  %

       Young P. densiンSoya         300        44.9士3.32蔚        357        328    29    91.6

       Youllg P. Thunbergii        300         45.4±2.71ら ←        373         342    31    91.7

『       
.    P.densiflora            300         45.7:ヒ3.03          244         222    22    91.1

         P. Thunbergii            300         46.5±3.22          260         234     26     90.0
      一

            弔Significant at 1% level.

 5年 生 若 木 のP.densif'loraとP. Thunbergiiの 花 粉 の大 き さは,成 木 か ら とつ た花 粉 と く ら

べ て や や小 さ く,花 粉 の大 き さ に お いて,そ の 成 木 か らとつ た花 粉 との 間 に1%の 有意 差 が認 め られ

～



た。 ま た つ ぎ木P4朋sが10名 σ と比 較 す る と,若 木5年 生 のP. densiノ'loraか ら と つ た 花 粉 の方 が

や や 小 さい傾 向 が見 られ た。 花 粉 稔 性 に おい て は 若 木P.densi.f'laraお よ びP. Thunbergiiと もに

か な り高 か つ た。 その 他 に は著 し い形 態 上 の 差 異 は認 め られ な か つ た。

                  Table 7. Germination percentage of pollen from young seedling

                                                        (agar medium)

                 '  Time after setting                                         
48 hours  I  72 hours  I  96 hours

                 Tree species   '一 一一一_

                  Young P. densi}lora  22.7士3.9  27.1±4.8  39.0±16. O

                  Young P. Thunbergii  22.5±3.9  29.2±14.1  42.9士22.2

                      1).densi/fora        17.7士15.9    85.2士 0.6    85.6士 6.8

                      P. Thunbergii      19.5士 6.3    88.0士 5.4    90.1士 0.3

                                                                                             1:

                     Table 8. Length of pollen tube grown on agar medium
                                                                                           畷

   Time after)                          I

       setting        48 hours                 72 hours                 96 hours

                                                                                    -

Tree G「°wth N°.°frate measure、 M,。n M。x. M、。. N°.°fmeasure、 M,an M。x. M、。 N°.°fmeasure、 M,an M。x.麗 動 

species  ＼   tubes                 l tubes                      tubes         __

Yo

P.・ingdensiflora・6・2・'13ぱ ・鎖2・ ・2・.2〃87.5・2.525742.9・ ・2.512・'

Y°ung  19422
.737.512.521739.075.012.521047.1115.512.EP

. Tkunbeygii          i

P.densi}lora 、60 、6.53、.3、2.5 293 59.7・ ・2.5・2.5 358 62.9ユ28・8鍾 ・l

P.Thunbergii ・42 ・9.53・.3・2.5 26・ 53.6・25.0・2.5 3・8 64.・iユ62・51a

                      I   I   I   I     I    I   I   I     1      '一

第7,8表 に示 す 如 く,置 床96時 間 椥 、お け る寒 天 脆 上 で,若 木P.densiflaraお よびP・.Ti

unbergiiの 花 粉 の発 芽 率 お よび 花 粉 管 の 伸 長 は,成 木 か らとつ た花 粉 な ら び に つ ぎ木 か らとつ如

粉 よ り も低 い傾 向が 見 られ た 。 第8図 に しあ す 如 く花 粉 管 の 最大 伸 長 は,成 木 か らと つ た花 粉 の方

                                          詞



    やや大 き い傾 向が 見 られ た 。

                      考     察

     花 粉 の 大 き さに つ い て吉 川(1958)は,P. densiflora, P. Thunbergiiを 台木 と し しつ い だP. st-

    yobus, P. excelsaで はつ ぎ木 した個 体 の花 粉 粒 と そ の対 照 の親 木 花 粉 の そ れ と の 間 に大 きい差 は み

    とめ られ なか つ た と報 告 して い る。 本 実 験 の 結 果 で は,つ ぎ木 の組 合 せ 樹種 に よ つ て こと な るが,つ

    ぎ木花 粉 は,つ ぎ穂 親 木 花 粉(つ ぎ木 当初 の 親 木 の年 令15～25年)に く らべ て,幾 分小 さい傾 向が 認

    め られ た。 これ らの相 違 は調 査 し た個 体 の ち が い に よ る もの と思 わ れ る。

     Pinus属 の発 芽 試 験 につ い て は, Andersson(1954), Brink(1924), Bllchholz(1927), Duffield

    (1954),Duffield and Snow(1941), Hodgkins(1952), Lichter(1957), Mauring and Kaurov

    (1957),Righter(1939), Dengler and Scamoni(1939), Johnson (1943),岩 川(1955),岩 波

    (1956),Sato and Muto(1955), Simak and Gustafsson(1954)等 の 多 くの研 究 者 に よ つて す で に

    試み られ て い る。 花 粉 の 発 芽 率 及 び 花 粉 管 の 伸 長 の最 適 条 件は,樹 種 に よ つ て 各 々 こと な るが,橋 詰

    (1950)はP.densiflaraの 花 粉 に お いて,培 養 は寒 天 よ りも液 体 を 用 い た 方 が発 芽 な らび に花 粉 管

    の伸長 が 早 い事 を 見 出 し,Dillon及 びZobel(1957)は 産 地 を異 に したPznus属6樹 種 の花 粉 に お

    いて蒸 溜 水 が 最 も発 芽 率 が 早 い と報 告 して し'・る。Giordano及 びBonech(1956)はPinus halepe一

    儒 齢,P. Pinaster及 びP. pineaの 花 粉 につ いて 発 芽 試 験 を 行 つ た と ころ,蒸 溜水 が最 も好 成績 で,

    最高 値 は 一 般 に新 しい 花 粉 で は72時 間 後 に,ま た 貯蔵 花 粉 で は96時 間後 に得 られ た。 本 実 験 に お いて

    は組 合 せ 樹 種 に よ り発 芽率 は 寒 天 培 養 の 方 が 懸 滴培 養 よ り もよ い の もあ るが,伸 長 に お いて は 一 般 に

「   寒 天培 養 よ りも懸 滴 培 養 の 方 が や や よ い よ う にみ られ た
。 花 粉 貯蔵 に よ る花 粉 の 発芽 率 お よび 伸 長 度

    は,寒 天 培 養,懸 滴 培 養 と も に,つ ぎ木 花 粉 な らび に そ の つ ぎ穂親 木花 粉 と も大 きい ちが いは 認 め ら

    れ なか つ た。

     花 粉 の 発芽 率 に お い てP.Thunbergiiを 台木 と して つ い だ もの か ら得 られ た花 粉 の 方 が,つ ぎ穂
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親 木 の 場 合 よ りや や高 く,か つP.densiflaraを 台木 と して つ い だ もの の花 粉 よ り も高 い傾 向 が み ら

れ た が,こ れ らは,こ の 実験 に用 い たP.densif'lcraとP. Thunbergiiの 台 木 の ちが い と,そ のっ

ぎ木 組 合 せ 樹 種 な らび に個 体 に よ るつ ぎ木 の 生 育 条 件 等 に よ りち が い,ま た花 粉 の採 種 時 の状 態,調

整,貯 蔵 方 法 な どが関 与 して い る もの と思 われ る。 な お この実 験 に お いて,P. densi.floraを 台木 と

してP.densi}'laraを つ い だ,つ ぎ木 花 粉 の伸 長 度 の低 い の は,花 粉 の採 集 条 件 等 が 原 因 し た も の

と考 え られ る。

 実 生 よ り育 生 した5年 生 のP.densifloraとP. Thunbergiiか ら とつ た 花 粉 は,成 木 約30年 生

か ら とつ た花 粉 と比 べ て,花 粉 粒 の大 き さ,発 芽 率 及 び花 粉管 の伸 長 に お い て や や劣 る傾 向 を示 した。

一 方 つ ぎ木 した もの の花 粉 とそ の親 木 の花 粉 と で は
,一 般 に発 芽 率 と花 粉 管 伸 長 には 大 差 が な いが,

花 粉 粒 の大 き さは前 者 に お い て や や小 さ い傾 向 が見 られ た。P. Pirasterを 除 き,つ ぎ穂 に用 いた木

の樹 令 は15～25年 で あ るが,台 木 の年 令 は2年 生 で あ つ た か ら,開 花 当時 は5～6年 生 と な り,丁 度

前 述 したP.densi,floya, P. Thurbergiiの 若 木 の場 合 に相 当す る。 それ 故 つ ぎ木 し た もの と,そ の 『

親 木 との両 者 の 間 で花 粉 粒 の大 き さ に多 少 の 差 が 認 め られ た こ とは 台 木 と穂 木 の 共 生 に よ る生 理 的な

影 響 によ る もの か,現 状 で は直 ち に そ の原 因 を 明 らか にす る こ とは 困難 で あ る。 これ に関 連 し,実 験

に供 した上 記5年 生 若 木 で 本 年 着 果 した もの は殆 ど不 稔 で あつ た こ とは 興 味 深 い。 さ らにP.Pina-

sterの 若木 を つ ぎ穂 と して つ い だ もので は,つ ぎ木 しな い 同年 令 の 若 木 と比 較 して 花 粉 の 大 き さ,発

芽 率 が 明 らか に 劣 る こ とが 認 め られ て い る。 これ らの現 象 がつ ぎ木 の影 響 に よ る もの か 否 か に つ いて

は,今 後 の研 究 に ま た な け れ ば な らな い 。

 上 述 の人 工 発 芽 床 に よ る発 芽 結 果 と,実 際 の 柱 頭 に授 粉 した 場 合 の 結,:と の 間 には 多 少 の 相 違 はあ

る と思 われ る が,本 実 験 に お け るつ ぎ木 花 粉 の発 芽 率 お よび 花 粉 管 の 伸 長 は,そ の つ ぎ穂 親 木花 粉 に

く らべ て,大 して差 異 は な く,今 後 す ぐれ た 樹 種 のつ ぎ木 植 物 を 用 い て 行 う交 雑 育 種 に は 明 るい見通

しが もて る。

                  摘     要               ・

 本 実験 は つ ぎ木 したPinus属 植物 の花 粉 と そ の つ ぎ穂 親 木 の 花 粉 の形 態 及 び生 理 的 差 異 を 検 討す

る た め に行 わ れ た。                                 1

1. 供 試 花 粉 は 次 の 組 合 せ 樹 種 か ら採 集 した。

 (a) 2年 生 のP.densijloya, P. Thunbergiiを 台 木 と し,15～25年 生 の 親木 よ り穂 木,  ・,

nksiana, P. Bungeana, P. densiflora, P. excelsaお よ びP. strobusを1954～19561#=1こ つ い だ 垂

の 。

 (b) 2年 生 のP.Thunbergiiを 台木 と し,3年 生 の 親木 よ り,穂 木, P. Pinasterを1954年{

い だ もの 。

 (e) 実 生5年 生 のP.densi.flora, P. Thunbergii。

2. 成 木(15～25年 生)か らつ ぎ 穂 を とつ て つ い だ つ ぎ 木花 粉 の大 き さ は,そ のつ ぎ穂 親 木 花 粉 に く

らべ て 幾 分4、さい 傾 向 が 見 られ た が,そ の差 は わず かで あつ た。 酷 酸 カ ー ミ ン染 色 に よ る花 粉稔 性1ゴ

両 者 と もか な り高 か つ た。 そ の他 形態 上 の 差異 は認 め られ なか つ た。

3. 発芽試験は寒天培養 と懸滴培養の二法を用いた。一般に発芽は寒天培養の方が懸滴培養よりやJ

よ く,花 粉管の伸長においては懸滴培養の方が,寒 天培養よりもよいように思われた。

4. 置 床 後24時 間 後 に お け る寒 天 培 養 で,発 芽 を見 た もの はP.Thunbergiiを 台 木 と して つ い だ1

の の う ちP.excelsa, P. strobur及 び 親 木 花 粉 のP. Banksianaで,置 床48時 間 後 に は,つ ぎ 木

粉P.excelsaは 発 芽 率79.6%,花 粉 管 長,平 均39.4μ, P. strobusの 発 芽 率81.2%,花 粉 管 長 ・

                                         』
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      βg.4μ に達 し,そ の つ ぎ穂 親 木花 粉 よ り もか な り高 く,発 芽 お よ び伸 長 は 良 好 で あつ た。 つ ぎ穂

      !木p.Banksianaの 発 芽率 は40.3%,花 粉 管 長,平 均26.5μ に 伸 長 し,そ の つ ぎ木 花 粉 よ り も高

     1,発 芽 お よ び伸 長 は 大 で あつ た。

     、 置床72時 聞 後 に お け る寒 天 培 地 上 で の 花 粉 の 発 芽率 お よ び花 粉 管 の伸 長 は,つ ぎ木 花 粉 な らび に

     Cの 親 木 花 粉 と もか な り高 い値 を しめ した。 発芽 率 はP.Thunbergiiを 台 木 と して つ い だ もの か ら

     野られ た花 粉 の 方 が ・ つ ぎ穂 親 木 の 場 合 よ りや や高 く・ か つP4朋sゴ ∫1砺α を 台木 と し て つ い だ も

     )の花 粉 よ り も高 い 傾 向 が 見 られ た。 しか しな が ら,こ れ らの花 粉 の両 者 に お け る相 異 は あま り顕 著

     ,な い よ うに 思 わ れ た。

     s.若 木(3年 生)か らつ ぎ穂 を とつ て つ い だ,つ ぎ木 花 粉P.Pinasterの 花 粉 の大 き さは,そ の

     っぎ木 と同 年令 の花 粉 に く らべ て 多少 小 さか つ た。 花 粉 稔 性 は 両 者 と もか な り高 か つ た。 そ の 他形 態

     ,ヒの差 異 は 認 め られ なか つ た・ つ ぎ木 花 粉P.Pinasterの 発芽 率 は・ そ のつ ぎ木 と同 年 令の 木 か ら

     Lつ た 花 粉 よ りや や ひ くか つ た。 しか し花 粉 管 の伸 長 は 両 者 と も殆 ど差 は 認 め られ な か つ た。

     ・,実 生5年 生 のP.densijloya, P. Thunbergiiの 花 粉 の 大 き さは,成 木(約30年 生)の 花 粉 に く

     らべ て 幾 分小 さ い 傾 向が 見 られ た。 花 粉 稔 性 は 両 一H./--iともか な り高 か つ た。 そ の 他形 態 上 の 差異 は 認 め

     られ な かつ た。

      花 粉 の発 芽 率 お よ び花 粉 管 の伸 長 は 成 木(約30年 生)に くらべ て や や低 か つ た。

     3.一 般 にっ ぎ木 花 粉 は そ の つ ぎ穂 親 木花 粉 と 同様 に,花 粉 の発 芽 率 お よび 花 粉 管 の 伸 長 は よい こ と

     を認 め たか ら,交 雑 用 の 花 粉 と して 使 用 して も まず 支 障 は な い もの と考 え られ る。

      本研 究 に さい しい ろい ろ と御 指 導 を 賜 つ た上 田教 授 に対 し深 甚 の謝 意 を 表 す る と と も に,種 々の 御

     功言 を いた だ い た 農学 部 応 用 植 物 研 究 室 の 渡 辺 光 太郎 氏 に厚 く御 礼 申 げ る。
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Résumé

   1. The present work was carried out to examine the morphological and functional characters of tb 

pollen taken from the grafted pine plants. In 1954-1956, Pinus Banksiana, P. Bungeana, P. densiflora 
P. excelsa, P. strobus (15-25 years old) and P. Pinaster (3 years old) were grafted on two yeas old P 

 densiflora or P. Thunbergii  ; in 1958, the pollens of these trees and their mother trees were collected a 
materials, and preserved in a cool desiccator  (15°C). 

   2. The pollens of these grafted plants seemed to have a  tendency of being a little smaller in  si 
than those of the mother plants, but with regard to the fertilty,  i. e. the percentage of well-stained poly 

grains with aceto-carmine, both showed similar good results. 
   3. Germination tests of these pollens were undertaken by using sucrose-agar medium and  hangiii 

drop (sucrose  sol.  ). Generally the agar culture seemed to be better for germination, while for the  poly 
tube growth the hanging drop culture seemed to be better. 

   4. It was noticed in many  cases that the pollen from the plants grafted on P. Thunbergii  shower 

germination and pollen tube growth slightly better than that of the scion mother plants, while th 
pollen of the plants on P.  densiflora showed growth a little worse than that of the mother trees. 

   5. As to the differences in germination and pollen tube growth between the pollens of the graft 
and mother plants, it seemed to be difficult to find a uniform tendency or regularity : in grafted P.  Pines 
the germination percentage was considerably lower than in the  case of the non-grafted plants, while 
the tube growth no clear difference could be seen  ; grafted P. strobus and P. excelsa on P.  ThunberE 
showed somewhat better results on the germination and pollen tube growth than their mother plan r, 
whereas the reversed relation was recognized in the case of P. Banksiana. However, these  differea 
between the two kinds of pollens do not seem to be so conspicuous. In general, the pollen of the g 
fted plants could show as good a germination percentage and pollen tube growth as the pollen of tb 
mother plants. 

   6. The results mentioned above led to the conclusion that the pollen from the grafted pine  plant 
have a possibility to be used for breeding. 

   7. Some differences could be seen in the pollen of the young non-grafted plants (5 years old)  of 1' 
 densiflora or of P. Thunbergii, when compared with the pollen of the matured trees of the same kind ( 

30 years old) ; the size was a little smaller (signficant at 1 % level), and the germination percentage t, 
well as the pollen tube length were lower in the former, therefore, it is conceivable that matured  tip 
rather than young trees should be used for scions.














